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大乗仏教の思想家としての法然






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































&）浄 土 往 生
（）大乗仏教の空 縁起の思想と極楽
浄土について、法然は、阿弥陀仏の因位である法蔵菩薩によって建立されたものであり、本
願によって念仏すればみな、浄土に往生できると考えていた。その浄土は報土であり、九品の
区別は方便であり、浄土に悪人の往生する浄土、善人の往生する浄土の区別はないとする。呼
び方としては、安養の宝刹無漏無生の国（三部経大意）、無為涅槃界（選択集第十
三）などもあるが、最も多用される呼び方は極楽である。この楽の強調が法然の浄土
に関する言説の特徴ともなっている。たとえば、無量寿経釈ではおおよそ極楽世界の一
一の境界、みな離苦得楽の計ごと也。風の宝樹を含もこれ楽也。（中略）これ即ち弥陀如来慈
悲の御心、念仏の請願を発して我ら衆生に苦を抜き楽を与ふる心也。と言う。
また、阿弥陀経では倶会一処を説くが、法然はこれについて、阿弥陀経釈におい
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てまた能く我等、無始より已来の父母師長朋友知識妻子眷属、さきだて去れる者有あり、あ
に相い見えざらんや。これをもってこれを思うに、生生世世の父母師長妻子眷属朋友知識に相
い見えんとおもはば、極楽世界に往生すべきなりと言う。つまり、極楽においてともにある
のは、この世に限定された父母等ではなく、無限の過去からの父母等である。それは、時間的
にも空間的にも無限を意味する。つまり、極楽においては、あらゆるものがあらゆるものと結
び合い、無限に一体となっている。無限の父母等との再会ということがらが、究極的に意味し
ていることは、極楽がまさに空―縁起の世界そのものであるということなのである。
法然は、選択集において、たとえば源信往生要集のように、極楽の荘厳や地獄の凄
惨な光景を描写していないが、これも、浄土が最終的には空―縁起の世界（無為涅槃界）
へと収斂することを意味するものと考えらえるのではないだろうか。（ただし、初期著作とさ
れる往生要集釈によると往生と言うは、これを捨てて彼に往き、蓮華に化生す。草庵に
眼を瞑ぐの間、蓮台に趺を結ぶの程なり。と言われ、浄土の荘厳について若干の言及がなさ
れている。）
なお、曇鸞の往生論註上では、往生には、浄土の本体が法性無生（真如そのものの世界
であり、その中では生死の繰り返しがない）であることが分かっての無生往生と、それが分か
らずに浄土を実体化して捉え現実の穢土における生死になぞらえて浄土往生を捉える見生往生
があると説かれる。そして見生往生しても、浄土の功徳によっておのずから法性無生の境界に
進むとされる。法然は、浄土を無漏無生の国（三部経大意）、無為涅槃界（選択集第
十三）と呼び、当然、曇鸞の説についても知っていたはずであるが、この問題については踏み
込んで語っていない。しかし、語っていないとはいえ、大乗仏教者として、空―縁起無
生の世界に依拠する法然において、このことは当然踏まえられていると理解すべきであろう。
これらをふまえつつ、法然が人々に語る時には、指方立相としての有相の浄土を語っ
ていると考えられるのである。
（	）還相廻向
選択集の第十において、法然は、観経に基づき、臨終来迎と往生を語る。法然にと
っては、浄土宗略抄において言及されるように、平生に念仏を行えば、必ず臨終来迎があ
り、それによって念仏者は正念に至れる。また、往生要集で詳細に説かれたような臨終行
儀は必ずしも必要ではなくて、どのような死に方であろうと、念仏者を仏は来迎するという。
さらに、浄土往生の後のことについて付言しておくと、法蔵菩薩の願に順じることによって、
浄土に往生し、そこで修行し成仏し、再びこの世に戻ってきて衆生を教化すると、法然は考え
ていると言ってよいだろう。選択集では二種廻向のうちの往相廻向（穢土→浄土）が語ら
れ、わずかに、第十二において善導の観経疏の三心釈の又廻向といふは、かの国に生じ
おはりて還へりて大悲を起こし、生死に廻入して、衆生を教化するをまた廻向と名づくるな
り。をそのまま引用しているのが注目されるが、これについては法然自身の解釈である私
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釈では一切触れられておらず、この論点については選択集では展開されない（専修念仏
を中心とした立宗の書であることから、論点を絞っているものと思われる。）
しかし、大胡太郎光秀につかはす御返事末尾のただ御身ひとつに、まづよく往生をも
ねがひ、念仏をもはげませたまひて、くらいたかく往生して、いそぎかへりきたりて、人をも
みちびかんとおぼしめすべく候、また、十二問答末尾の九巻伝のみ所収の第十四
問の廻向発願心と云は、往生して衆生を利益せんと思ふ心也、法然の和歌の生まれて
はまず思い出んふるさとに契りし友の深き誠をなどを見ると、法然においても、還相廻向が
考慮されていたことが分かる。
還相廻向（世親の五念門の廻向門を曇鸞が解釈し発展させる）とは、浄土に往生した者がも
う一度この世に戻ってくることであるが、さらに言えば、往生を成り立たせる阿弥陀仏の救済
の力（すべての存在を結びつけ合い、はたらかせ合う力そのものであり、空―縁起そのも
の）の発現であり、二種回向ともに、この力によって可能となると言えるだろう。（法然は表
現方法としては有相を重視するが、仏教者としては当然に無相空―縁起を射程に
収めていると言える。その意味で、43歳の廻心は阿弥陀仏の本願力に対する自覚であるととも
に、無相空―縁起の体験的自覚としての、一種の開悟成道体験と言うことも可能だろ
う。）
帰依者たちにとって凡夫の報土往生を力強く説く法然は、まさに還相の菩薩として受け
止められた。親鸞も和讃で法然を阿弥陀如来化してこそ、本師源空としめしけれ、化縁すで
につきぬれば、浄土にかへりたまひにきと称賛している。法然にとって、観経疏を著し
た善導が、半金色の超越的な存在であったように、親鸞をも含む弟子たちや信者たちにとって
選択集を著した法然は、まさに還相の菩薩であったのだ。
）三昧発得
選択集第十六において、法然は偏依善導の理由として善導が三昧発得の人であり、
観経疏も阿弥陀仏の助けによって書かれているということを強調し、さらに善導の本
地は阿弥陀仏であると言っている。また、選択集には書かれていないが、法然自身も三
昧発得体験があり、しかも、それをごく少数の弟子（源智、明遍）以外には隠していたという
事実がある。（報恩寺本、醍醐本法然上人伝記、親鸞西方指南抄など）
また、選択集には、念仏三昧を宣揚する文章が散見される。たとえば、第一には、念仏
三昧の功能超絶して実に雑善をもって比類となすことを得るにあらざることをあらわすとあ
り、また念仏三昧を醍醐やダラニに例えたりもする。念仏三昧とは、本来見仏を伴う
ものである。
善導が三昧発得の人でありかつ阿弥陀仏の化身であったように、法然自身も三昧発得の人で
あり、仏菩薩の化身として専修念仏を説いていたと考えられていたのである（少なくとも弟子
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や信者たちにとっては）。
なお、法然の三昧発得に関わる体験としては以下のようなものが挙げられる。
18歳で黒谷に隠棲するが、その時代に法華三昧を修行中、道場に白象に乗った普賢菩薩が現れ
た。
43歳で観経疏を読んで回心（余行を捨てて専修念仏に帰す）。黒谷から吉水に移る。そのころ、
半金色の善導を見る。（二祖対面）
四八歳で空海に異議を唱える夢をみる。
66歳の月日、恒例の別時念仏を開催する。毎日万遍の念仏を称えて
昧発得する。水想
観、地想観、宝池観、宝殿観を成就し、	月28日、風邪のために念仏を中止する。その
月に
は選択集を月には没後遺誡文を執筆し、月には善導が夢に現れてあなたが念仏
を広めているのでやって来たと言う。
68歳の	月頃、地想などの五観を心のままに常に現わすことができるようになる。
69歳には、鳥の声、琴の音、笛の音を聞く。
70歳の月日、仏殿の勢至菩薩の後ろに、丈六の勢至菩薩が
度現れる。また、念仏を勤め
ている時に阿弥陀仏の顔が現れる。12月28日、持仏堂で高畠少将に会う。その間にも念仏し、
阿弥陀仏を見る。
74歳の月日、念仏の間に、阿弥陀仏、観音菩薩、勢至菩薩が現れる。日にも三尊が現れ
る。
以上、列挙したように法然は、生涯を通じて念仏三昧の体験を積み重ねている。これらの体
験は、上述の感応道交であり、真理の世界、すなわち空―縁起の世界を、法然が、ある具
体像として表現し得たことを示している。これは、往相の専修念仏者としては必要なことでは
ないが、人々に専修念仏の教えを説く者（観経疏を著す善導、選択集を著す法然）とし
ては、必要であり、それは、梵天勧請によって、迷い苦しむ衆生を救うために、言葉で説き得
ない真理をあえて言葉で説くことを決意した釈尊にも比することができるような、還相の菩薩
の行ということができるのである。
改めて考えてみれば、仏陀も含め、人類の思想・文化の源泉となる聖者、たとえば、ソクラ
テスにしても、イエスにしても、孔子にしても、みな、自らは、何も書き残してはいない。彼
らはただ語っただけである。これは、偶然ではないだろう。つまり、一つの巨大な思想の源泉
は、言葉では固定できないのである。そのことを考えると、法然が選択集を自分で書かず
に口述したことの意味も新たなものとして浮かび上がってくる。口述するとは、ただ、頭の中
にあるテクストを読み上げることではあるまい。それは、弟子と対面し相互的なコミュニケー
ションの中に身を置きつつ、その時々の流れに任せて、源泉である根源的はたらきから語られ
る生きた言葉だったのである。
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〔付記〕
本原稿は、2019年月日佛教大学紫野キャンパス常照ホールにて行われた講演に基づくもので
す。学術講演という性質上、法然上人に対する敬称は、本文中では省略させていただきました。ま
た、註と参考文献も省略してあります。光栄にも、法然思想を建学の精神とする佛教大学での講演
にお招きくださり運営にご尽力くださった法然仏教学研究センタ―の皆様、当日お越しくださった
皆様、講演内容につきまして暖かいお言葉やアドヴァイスを下さった浄土宗の先生方に深く感謝申
し上げます。
（よりずみ みつこ 東京大学）
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